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脊椎動物担当 上舞 哲也

永田川は鹿児島市南部を流れる川で，かつてはそ

の流域には水田が広がっていました。近年の都市化

で中流域，下流域の水田が減少し，川の周囲の環境

が一変してしまいましたが，川の中州や堰を中心に

現在もなお数多くの野鳥が飛来します。今回は，６

月末に永田川を訪れた際に見ることができたサギの

なかまを紹介します。 

 

コサギ 

観察日には，永

田川の中流から下

流域にかけて多く

のコサギを見るこ

とができました。   

コサギは全長

60cm ほどの小型のサギで，くちばしと足が黒く，足

先（指）が黄色いのが特徴です。採食行動はやや活

発で，この日も盛んに魚を捕らえる様子を観察する

ことができました。 

 

アマサギ 

下流の谷山駅

付近で，アマサギ

を目撃しました。 

アマサギは，コ

サギよりも小さい

サギで，日本では

夏鳥として飛来します。夏羽が頭から背中，胸にか

けて亜麻（アマ）色になることからアマサギと名付

けられています。 

 

シラサギという鳥？ 

 羽が白いサギを「シラサギ」と呼びますが，実は，

羽が白いサギの総称で，種名ではありません。上で

紹介したコサギ，アマサギと大型のサギであるダイ

サギ，夏鳥であるチュウサギの４種が含まれます。 

アオサギ 

日本で繁殖する

最大のサギである

アオサギを中流域

で確認することが

できました。 

全長が 90cm近くあり，首，足が長く，堂々とした

サギです。増加傾向にある野鳥で，それを反映して

か，永田川の様々な場所で目撃することができます。 

  

ササゴイ 

 中流域の中山真

方堰でササゴイが

じっと魚を狙って

いる様子を見るこ

とができました。 

ササゴイは，全

長 50cmぐらいの小型のサギで，夏鳥として日本に

飛来します。羽の部分に白い縁取りがあり，笹（サ

サ）の葉のように見えることからササの名が頭につ

いています。 

 

ゴイサギ 

 同じく中山真方

堰付近にいました。    

ゴイサギは，ササ

ゴイよりやや大き

く，青と灰色の混ざ

った背と赤い目が

特徴の留鳥です。 

この付近で繁殖

をしているらしく，

羽に星のような斑

点があることから

「ホシゴイ」と呼ばれるゴイサギの幼鳥を 3 羽確認

することができました。 
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